
ノントゥム小学校、第２校舎開校式



校門からみたノントゥム小学校



校門にはサポート企業としてブロードウェイの名前が刻まれています



第２校舎



隣の校舎との間を渡り廊下でつなぎ、雨季でも足が汚れないよう工夫されています



裏から見た校舎



村人たちの協力で綺麗に作られています





竹で囲った手作りの花壇



新しく掘削した井戸の横で、学校菜園が始められます



ソーン村長からのご挨拶

「皆様、ご支援本当にどうもありがとうござ
います。遠いラオスの地から、ほかに何も
できませんが、皆様のご健康と長寿、お仕
事でのご成功と幸運を祈ります。

子どもを毎日学校に通わせます。学校を
きれいに出来るだけ長く使い続けることが
出来るよう、われわれが責任をもって管理
することをお約束いたします。村を、ひい
ては国をよくするため、教育はとても大切
です。今回の皆様のご支援はとても大き
なものです。ノントゥム村には十分な小学
校学習環境が整いました。井戸、教材、先
生のご支援も得て、われわれはとても幸
運な村だと思います。本当にありがとうご

ざいました。 」



村の長老・パーンさん（67歳）からのご挨拶

「村の長老会を代表して皆様にお礼申し上げます。ご支援、本当にどうもありがとうございます。
子どもはもちろん、両親はじめ村人はとても幸せに思っています。学校は、学ぶことは、とても
重要です。我々も、学校建設にあたっては、建設作業に参加・協力しました。今日の開校式も、
朝5時からみんなで準備しました。今後の運営については、学校プロジェクトのリーダーを決め
て、責任を持って運営・管理をし、できるだけ長くこの校舎を使い続けられるようにお約束しま
す。皆様は、学校をご支援してくれました。この学校をよくするために、我々も頑張ります。これ
からも団結し、共に前に進んでいきましょう。 」



「共に創る」という概念と、ブロードウエイから贈ったメッセージ

『ラオスをみんなの力で今まで以上にすてきな国にしてください』



バーシーの儀式

（お祝い事やお正月などに行うラオスの伝統的な儀式）

私たちの健康・長寿・幸運・仕事の成功を皆で祈ってくれたそうです







魔を祓い、幸運を呼び寄せます。また、糸を結ぶ
ことで魂を強くする・・と信じられています。



開校式に出席したAEFAの職員さん　　　　　　　
大勢の子供たちから糸を結んでもらっています



子どもたちによる大合唱

元気な声が響き渡りました。





僕もやる!



お祝いの昼食



カオプン（ココナツのピリ辛ソースをかけた麺）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　お祝い事やお祭りの時にしか食べられないご馳走です。早朝5時から、現地の　
NGOスタッフ達と村人総勢60人ほどで準備したそうです。



スープをかけます



出来上がったカオプン







おいしくお昼を頂いた後、

綱引き合戦の始まりです。





子供たちの明るい歓声が

澄み渡る青空に響き渡りました。





本当いい顔してる！



皆でAEFA職員さん一行をお見送り





また来てね！

子供たちの笑顔を増やせるように頑張ろう！


